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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

背景および目的 
申請者らは、疾患や機能に関連するタンパク質凝集（アミロイド線維化、液-液相分離）を主な研究対象と

し、NMR を用いたタンパク質凝集の生物学的意義や凝集機構の解明に取り組んできた。対象とするタンパ

ク質には長い天然変性領域を有するものが多く、NMR シグナルの分散があまり良くない場合があるため、

蛋白質研究所の超高磁場 NMR が有する高分解能 NMR を活用し、タンパク質凝集の物性や機能の詳細を

解明することを目指した。 

 
方法と結果 
α-シヌクレインと ATP の相互作用解析 

パーキンソン病の原因タンパク質である α-シヌクレインとハイドロとロープ（凝集抑制剤）としての ATP

との相互作用を 1H-15N HSQC（α-シヌクレインを観測）、1D 1H NMR と 1D 31P NMR（ATP を観測）により

解析した。その結果、α-シヌクレインと ATP それぞれの濃度を変化させると、相互作用の様式が変化する

ことが分かった。 

 

CPEB3 の NMR シグナルの帰属 

長期記憶形成に関わるタンパク質 CPEB3 には２つの凝集性領域がある。今回、そのうちの１つの領域に対

して各種 3 次元 NMR 測定を行い、NMR シグナルの帰属を行った（Biomol. NMR Asing., in press）。 


